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英語科学習指導案

日 時：平成 24 年 10 月 31 日（水）5 校時
指導学級：2年 1組（30名）
指導場所：学習室 1A
指 導 者：教諭 蛭 田 誠

ALT Jennifer Hassen

１ 単元名 Unit 6 The Story of an Old Clock (NEW HORIZON English Course 2)

２ 単元の目標
（１）コミュニケーションへの関心・意欲・態度

① 対話練習に積極的に取り組み，楽しみながら英語でコミュニケーションを続けようとする。
（２）外国語表現の能力

① There is(are)~を用いて，本屋での在庫の有無を確認することができる。
② 自分のことについて，楽しむことや難しいことなどを英文で表すことができる。

（３）外国語理解の能力
① 新出・既習事項を用いて話されたり書かれたりしている内容を理解することができる。
② 「大きな古時計」の誕生の経緯を理解することができる。

（４）言語や文化についての知識・理解
① There is(are) ~ の文の構造，動名詞の用法を正しく理解することができる。

３ 指導に当たって
（１）単元観

本単元では，イギリスにあるジョージ・ホテルと，「大きな古時計」の原曲が作られたエピ
ソードが取り上げられている。「大きな古時計」の日本語の歌は古くから知られ，2002 年に平
井堅がカバーしたことでクローズアップされた。しかし，原曲が外国のものであり，本単元で
紹介されているような実話に基づいて作られたことはほとんど知られていない。有名な曲であ
り，生徒が興味をもって学習するのに格好の題材といえる。
言語材料として，There is(are)~という身の周りにある物を表現する言い方と，主語・目的

語としての動名詞が取り上げられている。There is(are)~という表現を用いて自分に身近な事
柄を表現することは，自分の生活の中で「英語を積極的に使ってみよう」という生徒の学習意
欲を喚起させるのに格好の題材と言えよう。
動名詞に関しては，生徒は 2 年生で to 不定詞を学習しているが，それとの使用上の区別が

付きにくく，また，進行形との区別がつかないことが多い。そこで，最初に enjoy の目的語と
して動名詞を口頭練習を通して学習し，さらに目的語として to 不定詞だけをとる動詞，動名
詞だけをとる動詞，不定詞・動名詞の両方をとり得る動詞を表で紹介し，加えて前置詞の後に
動詞がくる場合も動名詞になることを学習させる。
このような題材のとらえ方をもとに，日常の学習おいて，生徒の表現力を高めることができ

る題材と考えられる。

（２）生徒観

―２年 英１―
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（３）指導観
生徒の実態からは，英語の得意・不得意がでてきて，学力にばらつきが見られるようになっ

ている。そこで，ペア学習を取り入れ，学力のばらつき解消へ役立てたいと考える。ペア学習
では，これまでも英語が苦手な生徒でも友人に気軽に質問する様子が見受けられた。また，英
語が得意な生徒にとっては，相手に教えることで学習内容がより確かなものとなり，定着や理
解にプラスに作用すると考えられる。ペア学習を通して，積極的に英語を使おうとする意欲を
高めるとともに，英語が苦手な生徒の学力向上を図り，表現力の向上につなげたい。
文法的には，上述のように be 動詞の疑問文について課題があげられる。そこで，本題材の

指導にあたっては，以下のように指導を進めたい。
第１に, Is(Are) there ~ ?と以前学習した Is he (Are they) ~ ?を比較させ，be動詞の疑問文は

be動詞が文頭にくることを確認させたい。また，答え方について，is(are)で聞かれたら is(are)
で答えることも確認させたい。
第２に，動名詞を用いて，自分が楽しむことや難しいことなどを英文で作成させることによ

り，生徒の表現力を高めていきたい。また，動名詞と to 不定詞の用法を理解させることによ
り，生徒が表現できる幅を広げるように指導したい。

（４）研究主題との関連
学びを実感する生徒の育成

～一人一人が主体的に考えることができる授業づくりを通して～

英語科では，自分の考えを相手に伝える表現活動を通して，生徒に学びを実感させることが
できると考えた。表現活動に取り組むためには，基礎・基本をしっかりと身に付けることが大
切である。したがって教科テーマは，「基礎・基本の定着に基づく表現力の育成を通して，学
びを実感させる指導法の工夫」とした。

2 年生では生徒の学力差が広がっており，生徒の実態からもわかる通り，be 動詞一つとって
も定着の度合いに大きな差が見られる。この学力差を踏まえ本校の研究主題に迫るには，指導
の視点を「基礎・基本の定着を重視した，わかる授業づくり」とする必要がある。そこで，ICT
の活用を授業に取り入れてきた。デジタル教科書を用いて視覚的な面から訴え，導入時におけ
る生徒の興味・関心を高める。昨年からデジタル教科書を使用してきたが，画面があると文字
や音だけよりも生徒の取りかかりはよく，授業の目標となる文法事項や場面理解が容易になる。
また，英語が苦手な生徒の中には，文字と音が一致しないことが多く見られる。デジタル教

科書では教科書の本文を映し出しながら発音できるので，今どの文を読んでいるか明確になる。
さらに，本文の音読練習では，本文を音声の後で繰り返すだけでなく，速度を変えて機械の音
声と同時に読んだりなどした結果，生徒の音読への取組がデジタル教科書未使用時よりも向上
してきている。このように，デジタル教科書は，英語の基礎・基本となる単語や本文の読み方
を習得するのに役立つだけでなく，英語を話す表現力の基礎を培っている。
課題として，英語が苦手な生徒は，その場では英語を読めたとしても，なかなか定着に至ら

ないことが多く見られることがあげられる。ペア学習を取り入れ，英語が得意な生徒が苦手な
生徒に読み方等を教えることを通して，英語が苦手な生徒でも，「英語を読めた」「自分の英
語が相手に通じた」という実感をもてるような授業を展開していきたい。
表現力を高めるために，教科書の本文を利用して自分で文章を作成させたいと考える。「英

語を書くこと」が苦手な生徒は多いが，その一方で，自分でおもしろいアイディアを出して楽
しめる内容を考えたいという欲求をもつ生徒も少なからずいる。今回の題材では，身近な生活
場面である書店での対話を扱う。生徒は買い物に対して親近感があり，実用的な内容であるた
め一人一人が意欲的に取り組みやすく，生徒の欲求を満たすことのできる題材といえる。今ま
で学んできた語句や文法事項を用いて生徒に自分たちでオリジナルの対話を作成させ，「書店
での買い物」という仮の場面を体験させることで，生徒の表現力を高めていきたい。自分の考
えをペアの相手や学級の生徒に英語で伝えることに加え，他の生徒の発表を聞くことにより，
対話の内容や語句を参考にして生徒の表現力を深化させたい。

―２年 英２―
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４ 指導計画 （ 8時間扱い 本時 4 / 8）
時 学習目標 学習活動 評価規準
１ ○ There is(are)~構文（肯定文）○ノートに板書事項をまとめ， ○ There is(are)~構文（肯定文）

の用法を理解させる。 読み方を練習する。 の用法を理解することがで
きる。【知識・理解】

○ジョージホテルの時計につ ○本文を読んで，内容を把握す ○本文の内容を理解し，正し
いて理解させる。 る。 く音読することができる。

【理解】
○ There is(are)~構文（肯定文）○絵を見て，様々な物を There ○場面状況に即した適切な文

２ を用いて身の周りのことを is(are)~構文（肯定文）を用 を作ることができる。【表
表現させる。 いて表現する。 現】

○ Is(Are) there ~ ? の文とそ ○ノートに板書事項をまとめ， ○ There is(are)~構文（疑問文）
の答え方を理解させる。 読み方を練習する。 の用法を理解することがで

３ きる。【知識・理解】
○モデル対話の内容を理解さ ○対話の内容を把握し，正しく ○本文の内容を理解し，正し
せ，音読練習させる。 音読する。 く音読することができる。

【理解】
４ ○自分たちでオリジナルの対 ○ワークシートに適切な語句を ○ペアで対話文作成や音読練

話を作り，発表する。 記入し，発表する。 習に積極的に取り組もうと
本 している。【関心・意欲・
時 態度】

○場面状況に即した適切な対
話文を作ることができる。
【表現】

５ ○動名詞を目的語とする文の ○ノートに板書事項をまとめ， ○動名詞の用法を理解するこ
用法を理解させる。 読み方を練習する。 とができる。【知識・理解】

○「大きな古時計」の誕生の ○本文の内容を把握し，正しく ○本文の内容を理解し，正し
経緯を読み取らせる。 音読する。 く音読することができる。

【理解】
６ ○動名詞を主語とする文の用 ○ノートに板書事項をまとめ， ○動名詞の用法を理解するこ

法を理解させる。 読み方を練習する。 とができる。【知識・理解】
○「大きな古時計」の誕生の ○本文の内容を理解し，正しく ○本文の内容を理解し，正し
経緯を読み取らせる。 音読する。 く音読することができる。

【理解】
７ ○動名詞を用いて，身の周り ○自分のことについて，楽しむ ○動名詞を用いて，自分のこ

のことを表現させる。 ことや難しいことなどを英文 となどを意欲的に表現しよ
で表す。 うとしている。【関心・意

欲・態度】
○場面状況に即した適切な英
文を作ることができる。【表
現】

８ ○動名詞と to 不定詞の使い分 ○ 62 ページの問題とワークシ ○動名詞と to 不定詞の用法を
けを確認させる。 ートで動名詞と to 不定詞の 理解することができる。【知

使い分けを確認する。 識・理解】
○ワークの立場から書き直し ○教科書の問いに答える。 ○場面状況に即した適切な英
た文章の空欄に適切な語句 文を作ることができる。【表
を記入して完成させる。 現】

５ 本時の指導計画
（１）ねらい

① ペアで音読練習や対話文作りに積極的に取り組もうとしている。【関心・意欲・態度】
② There is(are)~を用いて，本屋での在庫の有無を確認することができる。【表現】

（２）指導に当たっての工夫
① ペア学習について

本時の指導では，ICT を活用して教科書の本文を復習した後，ペア学習を取り入れてわから
ない箇所を教え合わせ，その中で自分の考えをペアの相手，または発表を通して級友に伝えさ
せたい。コミュニケーション活動に際して，多少の間違いよりも，生徒が楽しみながら自分た
ちのオリジナルの対話を工夫して表現しようとする意欲を大切にしていきたい。

―２年 英３―
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② ワークシートについて
ワークシートに参考となる語句を記載し，理解しやすいように工夫したい。活動内容は理解

できても，単語の知識自体が不足していて活動に支障をきたすことが予想されるので，英語が
苦手な生徒でも活動に取り組めるよう，対話作成に必要な語句をあらかじめ提示し，生徒が対
話文を作成・発表することに重点を置いて指導していきたい。

（３）指導過程

段 主な学習活動 ○指導上の留意点 評価規準
階 ・予想される生徒の反応 評価の方法
導 １ あいさつ
入 ２ Warm-up Q&A ○自分の意見を積極的に発表させ，英語
５ 学習の雰囲気作りに努める。
分 ・英語の質問に英語で答える。

自分たちのオリジナル対話を作ろう。

３ Pre-task QA ○ ALTと JTEの対話の内容について質問
し，聞き取りの観点を与える。

４ 本時の学習内容を確認する。○ ALTと JTEが教科書本文を元にした対
話文を読み，生徒に課題をイメージさ

展 せる。
・対話を聞き，何について対話をしてい
るのか聞き取る。

開 ○ Is(Are) there ~の言い方と答え方を
JTEが板書して確認させる。

・Is(Are) there ~の言い方を復習する。
５ モデル対話の音読を確認す ○デジタル教科書を用いて教科書の対話

42 る。 文を黒板の画面に写し，生徒に読み方
分 を確認させる。

・発音等を思い出しながら音読する。
６ オリジナル対話を作成する。○ペアでワークシートに自分たちで考え 評価①(ワークシ

た内容に基づいて語句を記入させ，オ ート・観察)
リジナル対話文を完成させる。

○記入後ペアで音読練習させ，できるペ 評価②（ワークシ
アには暗唱を促す。 ート・観察）

○ ALT と JTE は机間指導を行い，単語
や文法事項等を確認させる。

・ペアで話し合い，対話文を作成する。

評価②(発表)

７ オリジナル対話を発表する。○生徒は２グループに分かれ，半分のペ
（１回目） アは教室の右側に移動する。残りのペ

アは教室の左側に移動し，それぞれ全
ペアが発表する。ALT と JTE も二手に
分かれ，それぞれのペアを支援する。

―２年 英４―
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【課題の把握】
（１）ALTと JTEの対話を聞き，本時の課題を把握する。

（２）Is(Are) there ~ ? の言い方と答え方を確認する。

考
え
を
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え
合
う

【課題の追求】
（１）自分たちの対話を発表することにより，他の生徒

に自分たちの考えを伝える。
（２）発表を通して他のペアの考えを聞き，自分たちの

対話と対比させ，工夫している点に気付く。
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評価②（発表）

８ オリジナル対話を発表する。○１回目のグループ内の半分のペアが移
（２回目） 動し，半分は別なペアの発表を聞ける

ようにし，それぞれ全ペアが発表する。
○１回目よりも，発表の速度を上げさせ
る。

・英語を話す速度を上げて，各ペアが発
表する。

ま ９ まとめ ○本時の内容を振り返させる。
と 本時の内容を振り返る。 ・１回目の発表より，２回目の方がより
め スムーズに発表できた。
３
分

（４）評価の観点
① ペアで音読練習や対話文作りに積極的に取り組もうとしている。【関心・意欲・態度】
② There is(are)~を用いて，本屋での在庫の有無を確認したりすることができる。【表現】

（５）準備物
教科書，ワークシート，デジタル教科書，マグネットスクリーン，（辞書）

（６）板書計画

There is a book about the song. (肯定文)
マグネットスクリーン

Is there a book about the song ? (疑問文)
(Are) (books)

Yes, there is. / No, there isn't.
(are) (aren't)

―２年 英５―
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【課題解決の実感】
（１）１回目の発表より速度を上げて発表することによ

り，表現力を高める。
（２）別のペアの考えを聞き，自分たちの対話と対比さ

せ，対話への理解を深める。
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書店での対話
２年 組 番 氏名〔 〕

Ａ(Clerk) Ｂ(Customer)
May I help you ?

Yes. Where are books about
（ ）?

Over there. What are you looking for ?
I'm interested in
（ ）．

（ ）?

Yes,（ ）（ ）．

It's called ( )
(They're called)

Here it is. (Here they are.)
Oh, thank you.
This looks (These look)（ ）.

※対話の流れを考えて本文に書かれていない語句も付け加え，楽しい対話を作ってみよう！

Ｗｏｒｄ Ｌｉｓｔ
cooking 料理 sport(s) スポーツ movie 映画
spaghetti スパゲッティ baseball 野球 animation アニメーション
pizza ピザ soccer サッカー comic 漫画
sandwich(es) サンドイッチ basketball バスケットボール history 歴史
curry and rice カレーライス volleyball バレーボール science 科学
salad サラダ tennis テニス music 音楽
fried chicken フライドチキン table tennis 卓球 amusement park 遊園地
apple pie アップルパイ badminton バドミントン Disneylandディズニーランド

brassband 吹奏楽

travel 旅行 the UK イギリス the USA アメリカ Australia オーストラリア
Korea 韓国 China 中国 Germany ドイツ Italy イタリア France フランス

nice すてきな great すばらしい exciting 興奮させる，わくわくさせる
interesting おもしろい difficult 難しい

今日の活動を振り返り，下の１，２の問いにはア～ウから選んで○を付け，３にはがんばったことを具体的に
書きましょう。
１ あなたは対話を作れましたか。 ア よくできた イ できた ウ できなかった

２ Is(Are) there ~ ?の文を表現できましたか。 ア よくできた イ できた ウ できなかった

３ 今回の授業で，あなたはどんなことを一番努力しましたか。

―２年 英６―

k-unuma
四角形



